
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
指
定
へ

環
境
省

検
討
会
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
で
設
置

東
管
機
商
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
表
彰

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
へ
意
欲

環
境
省
は
９
月
６
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
市
ヶ
谷
で
第
４
回

「
熱
中
症
対
策
推
進
検
討

会
」
（
座
長
・
小
野
雅
司
国

立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境

研
究
所
環
境
リ
ス
ク
・
健
康

領
域
客
員
研
究
員
）を
開
き
、

中
間
と
り
ま
と
め
案
を
提
示

し
た
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
よ
り
危
険
度
が
高
い
場
合

に
発
表
す
る
熱
中
症
特
別
警

戒
情
報
の
運
用
指
針
や
特
別

警
戒
情
報
発
表
時
に
一
般
開

放
す
る
指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
）
の
指
定
・
設
置
手
引
き

な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

特
別
警
戒
情
報
は
今
通
常

国
会
で
成
立
し
た
改
正
気
候

変
動
適
応
法
で
新
設
さ
れ

た
。
来
年
４
月
の
同
法
施
行

に
向
け
て
運
用
指
針
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

当
日
は
環
境
省
の
大
森
恵

子
大
臣
官
房
政
策
立
案
総
括

審
議
官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
今
夏
の
猛
暑
で
熱
中

症
対
策
の
必
要
性
が
一
段
と

高
ま
っ
て
い
る
。
５
月
末
に

改
正
気
候
変
動
適
応
法
の
実

行
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

熱
中
症
被
害
の
低
減
な
ど
が

目
標
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

関
係
省
庁
と
連
携
し
、
効
果

的
な
対
策
を
打
ち
出
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

特
別
警
戒
情
報
は
気
温
・

湿
度
・
日
差
し
な
ど
で
算
出

す
る
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）
が
３５
以
上
に
達
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
た
場
合
に
発

表
す
る
。
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
の
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
３３
以
上
を

上
回
り
、
救
急
搬
送
者
数
の

大
量
発
生
や
重
大
な
健
康
被

害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
適
用
す
る
。
熱
波
の
広

域
性
を
考
慮
し
、
発
表
は
都

道
府
県
単
位
で
行
う
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

に
つ
い
て
は
定
期
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
冷
房
機
器
を
備
え
、

避
難
者
が
滞
在
可
能
な
規
模

で
あ
る
こ
と
を
指
定
条
件
と

し
て
定
め
た
。
自
治
体
が
所

有
す
る
施
設
だ
け
で
な
く
、

協
定
を
締
結
し
た
民
間
施
設

も
活
用
で
き
る
。

環
境
省
は
今
年
度
末
の
最

終
と
り
ま
と
め
を
受
け
て
改

正
法
施
行
ま
で
に
関
係
省
令

を
公
布
す
る
方
針
だ
。

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
向
山
英
雄
理
事
長
・
サ
ン
コ
ー
機
材
㈱
）
は
９
月
４
日
、
東
京
・
港
区
の
明

治
記
念
館
で
第
４２
回
合
同
支
部
会
と
第
５５
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
感
謝
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
会
員
・
賛

助
会
員
な
ど
約
２
５
０
名
が
出
席
し
、
活
発
な
支
部
・
青
年
部
活
動
の
報
告
や
支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
の
成
績
発

表
、
大
盛
況
と
な
っ
た
設
備
展
に
お
け
る
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
の
表
彰
式
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。
席

上
、
向
山
理
事
長
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
活
用
に
よ
る
一
層
の
情
報
発
信
へ
意
欲
を
示
し
た
。

当
日
は
合
同
支
部
会
・
設

備
展
感
謝
会
に
先
立
ち
「
管

工
機
材
の
将
来
を
考
え
る
研

究
会
」
と
し
て
国
際
環
境
雑

感
を
テ
ー
マ
に
石
井
祐
司
元

防
衛
省
中
部
航
空
方
面
隊
幕

僚
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

続
い
て
合
同
支
部
会
・
設

備
展
感
謝
会
が
本
山
喜
昭
理

事
（
山
信
機
材
㈱
）
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。
冒
頭
、
向

山
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
７
月
２５
〜
２７
の
３
日
間

開
催
し
た
管
工
機
材
・
設
備

総
合
展
は
多
数
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
、
盛
況
の
う

ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
運
営
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
正
会

員
・
賛
助
会
員
各
位
に

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
通
じ
て
期
間
中
の
模

様
を
発
信
し
て
い
る

が
、
順
次
コ
ン
テ
ン
ツ

を
増
や
し
て
い
く
予
定
だ
。

再
来
年
の
設
備
展
で
も
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、
一

致
協
力
し
た
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
た
。

支
部
・
青
年
部
活
動
報
告

で
は
本
庄
邦
之
理
事
・
第
一

支
部
長
（
丸
栄
工
業
㈱
）
、

吉
野
恵
太
第
一
支
部
青
年
部

会
長
（
山
利
商
事
㈱
）
、
西

川
嘉
俊
理
事
・
第
二
支
部
長

（
日
栄
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
）
、

倉
地
武
士
第
二
支
部
青
年
部

副
会
長
（
倉
地
㈱
）
、
野
村

卓
史
理
事
・
第
四
支
部
長

（
㈱
ノ
ム
ラ
）
、
久
保
田
智

之
第
四
支
部
青
年
部
会
長

（
奥
山
管
材
機
器
㈱
）
、
ま

た
第
三
支
部
を
代
表
し
て
関

口
博
司
副
理
事
長
（
㈱
ア
ク

ア
セ
キ
グ
チ
）
が
登
壇
。
支

部
・
青
年
部
活
動
の
さ
ら
な

る
活
性
化
へ
力
強
く
決
意
を

表
明
し
た
。

こ
の
あ
と
亀
山
展
広
㈱
亀

山
機
材
店
社
長
が
支
部
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会
の
成
績
を
発
表

し
、
優
勝
し
た
第
四
支
部
の

貝
沼
信
和
氏
（
コ
ー
ザ
イ

㈱
）
、
河
原
淳
一
郎
氏
（
㈱

カ
ワ
ハ
ラ
）
、
角
館
慶
治
氏

（
㈱
角
産
）
、
岡
本
良
二
氏

（
㈱
岡
本
・
副
理
事
長
）
を

表
彰
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
に

輝
い
た
貝
沼
氏
に
は
向
山
理

事
長
か
ら
ウ
ィ
ナ
ー
ズ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
た
。
準
優

勝
は
第
一
支
部
、
３
位
は
第

二
支
部
、
４
位
は
第
三
支
部

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
設
備
展
の
ベ
ス
ト
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
も
表

彰
し
「
最
も
印
象
に
残
っ
た

・
楽
し
か
っ
た
ブ
ー
ス
」
の

金
賞
は
㈱
カ
ク
ダ
イ
、
銀
賞

は
日
栄
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
、
銅

賞
は
㈱
ア
カ
ギ
に
決
定
し

た
。
「
最
も
役
に
立
っ
た
・

勉
強
に
な
っ
た
ブ
ー
ス
」
の

金
賞
は
㈱
ア
カ
ギ
、
銀
賞
は

オ
ー
エ
ヌ
工
業
㈱
と
日
栄
イ

ン
テ
ッ
ク
㈱
、
銅
賞
は
㈱
オ

ン
ダ
製
作
所
が
獲
得
し
、
代

表
者
に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ

た
。祝

宴
で
は
斎
藤
具
宏
設
備

展
実
行
委
員
長
（
斎
長
物
産

㈱
）
の
発
声
で
一
斉
に
乾

杯
。
歓
談
後
、
岡
本
副
理
事

長
の
中
締
め
で
な
ご
や
か
に

散
会
し
た
。

支部・青年部が活動報告

明治記念館に約２５０名参集

向山理事長

ビジョンセンター市ヶ谷で議論

大森審議官
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